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　４～６月までの市内の外国人延べ宿泊者数は、15,920人泊で前年同期比2.0％増と

なった。

　１～６月までの全国の外国人延べ宿泊者数は、前年同期比19.5％増であったが、本

市は前年同期比17.9％増であった。
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　市内の各観光協会、および城崎温泉旅館協同組合に協力を得て外国人延べ宿泊者数を調査

したので、その結果をお知らせする。

　前年同期比としては、豊岡・城崎地域は増加、竹野地域は同等、日高・但東地域は

減少している。
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　市内の宿泊施設を対象に、調査票により調査
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　上半期のメインターゲット(欧米豪)については、前年同期比で北米が34.9％増、欧

州は2.3％増、豪州は0.3％の微増となった。

ウ

エ 城崎地域は前年同期比0.7％の微増であった。今まで好調であったフランスが前年

同期比30.4％減と大幅に減少した影響が大きい。
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ア 　第１四半期(１～３月)で好調な伸びを示していた台湾が、第２四半期(４～６月)は

前年同期比で6.8％減となった。
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　一方、香港とアメリカは好調な伸びを示した。香港は前年同期比46.7％増、アメリ

カは40.7％増。上半期でも47.8％増と46.6％増で大幅に増加した。
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注） ｢前年同期比｣欄は、『(ｱ-前年同期)/前年同期』の計算値

⑶

⑶⑶

⑶ 四半期ごとの外国人延べ宿泊者数のシェア比較

四半期ごとの外国人延べ宿泊者数のシェア比較四半期ごとの外国人延べ宿泊者数のシェア比較

四半期ごとの外国人延べ宿泊者数のシェア比較

外国人延べ宿泊者数のシェア比較(４～６月)

外国人延べ宿泊者数のシェア比較(４～６月)外国人延べ宿泊者数のシェア比較(４～６月)

外国人延べ宿泊者数のシェア比較(４～６月)

≪参考≫全国の外国人延べ宿泊者数のシェア比較（４～６月）

≪参考≫全国の外国人延べ宿泊者数のシェア比較（４～６月）≪参考≫全国の外国人延べ宿泊者数のシェア比較（４～６月）

≪参考≫全国の外国人延べ宿泊者数のシェア比較（４～６月）

注）｢国土交通省観光庁」の外国人延べ宿泊者数の発表値を集計

2019年４月・５月分は第２次速報、６月分は第１次速報の発表値を集計
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　　　　　　　　　　　　　〔問合せ〕豊岡市環境経済部大交流課　TEL：0796-21-9016
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欧州 北米
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城崎地域は、閑散期の需要を喚起するため、欧米豪のＦＩＴ(個人旅行)をメイン

ターゲットにプロモーションを実施する。

　新たな取組みとして、台湾を中心した東アジアへのプロモーションを強化する。

　市内での延泊を促進するため、城崎地域以外のプロモーションを実施する。

台湾を中心とした東アジアへのプロモーション（繁体語版Facebook運用・台湾メ

ディア掲載・ＷＥＢ広告配信）を実施する。

海の京都ＤＭＯ・森の京都ＤＭＯ等と連携し、豪州へのプロモーションを強化す

る(地域の観光資源を活用したプロモーション事業)。

　欧州では主要ターゲット国のフランスに加え、ドイツへのプロモーションを実施

する。
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